

















































































































































































































































































































































































































































	表紙
	目次
	用語の定義
	i.経緯
	ii.業務の目的
	iii.本ガイドラインにおいて対象とするダムの定義
	iv.本ガイドラインの利用法
	v.本ガイドラインの適用にあたっての条件
	第1章ダム建設計画における環境配慮の概説
	1.1基本的考え方
	1.2環境配慮の境状と課題

	第2章スクリーニング
	2.1基本的考え方
	2.2スクリーニングの手法

	第3章スコーピング
	3.1基本的考え方
	3.2スコーピングの手法

	第4章環境インパクト調査に係る基本的事項
	4.1スクリーニング及びスコーピングの実施に際して相手国政府と協議すべき事項
	4.2環境アセスメントの実施に関する法令の有無とその対処方法
	4.3事前調査において必要とされる環境関連情報の種類、精度、ならびに調査方法
	4.4ローカルの人材の知見の活用方法

	第5章報告書の作成
	5.1事前調査報告書に記述されるべき肉容とその構成
	5.2マスタープラン調査及びフィージビリティ調査における環境インパクト調査報告の取りまとめ

	第6章業務指示書の内容
	6.1環境配慮に関する業務指示書の提示

	参考資料編
	参考資料編1.各機関等における環境配慮の現状
	参考資料編2.各機関等におけるスクリーニング、スコーピングの状況
	参考資料編2.1各機関等におけるスクリーニング手法
	参考資料編2.2各機関等におけるスコーピング手法

	参考資料編3.環境影響評価に関する技術的手法と手順の概説
	参考資料編3.1環境影響評価手法の特徴
	参考螢料編3.2環境影響評価手法の分類と代表的手法

	参考資料編4.環境に関する解説及び事例
	参考資料編4.1開発途上国の自然消失・生態系並びに社会環境等に関する一般的解説
	参考資料編4.2ダム建設計画に係わる環境問題の事例
	参考資料編4.3ダム建設計画に係わる環境インパクトの緩和策あるいは環境問題の改善策の事例
	参考資料編4.4主要な開発途上国の環境影響評価に関する実施体制、関連法令等について
	参考資料編4.5用語の解説


	裏表紙

